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『
第
二
十
回
定
期
演
奏
会
』
の

成
功
に
む
け
て

第
二
十
回
定
期
演
奏
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

山
田

光
國

第
二
十
回
定
期
演
奏
会
お
よ
び
祝
賀
会

ま
で
残
す
と
こ
ろ
三
ヶ
月
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。
実
行
委
員
会
も
昨
年
の
六
月
に
初

回
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
か
ら
、
七
月

七
日
で
十
一
回
行
わ
れ
、
大
枠
が
決
定
し

ま
し
た
。

七
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
詳
細
な
項
目
が

決
定
し
、
具
体
的
な
形
を
成
し
て
き
ま
す
。

わ
た
く
し
は
実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
要
領
が
悪
く
て
、

阿
部
薫
さ
ん
、
石
田
さ
ん
御
二
人
の
右
腕

左
腕
と
強
い
参
謀
を
得
て
、
ま
た
他
の
実

行
委
員
の
皆
様
に
も
支
え
ら
れ
て
心
強
い

限
り
で
す
。

十
月
の
本
番
を
、
シ
ニ
ア
ら
し
く
、
お

ご
そ
か
に
、
ま
た
心
に
残
る
演
奏
会
に
し

た
く
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
々
様
方
の
ご

協
力
の
程
、
節
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

演
奏
曲
目
等
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
選
曲
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、

二
十
周
年
を
祝
う
曲
や
大
作
曲
家
の
没
後

記
念
、
新
た
に
出
発
し
よ
う
と
い
う
意
味

を
込
め
て
船
出
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
、
お

客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
曲
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
一
曲
一
曲
に
込
め
ら
れ

た
作
曲
者
の
想
い
を
心
を
込
め
て
演
奏
し

て
い
け
た
ら
と
僭
越
な
が
ら
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

演
奏
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
テ
ー
マ

シ
ニ
ア
の
成
人
式

「
祝
」
〜
「
旅
立
ち
」
〜
「
挑
戦
」

第
一
部

『
祝
い
の
ス
テ
ー
ジ
』

「
輝
け
・
シ
ニ
ア
」

常
任
指
揮
者

中
村

暁
生

作
曲

「
音
楽
祭
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」

Ａ
・
リ
ー
ド

作
曲

楽
劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の

マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」

Ｒ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

作
曲

第
二
部

『
挑
戦
そ
し
て
旅
立
ち
。

お
客
様
に
感
謝
の
ス
テ
ー
ジ
』

◇
木
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

楽
劇
・
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
よ
り

「
エ
ル
ザ
の
大
聖
堂
へ
の
行
列
」

Ｒ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

作
曲

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

鈴
木

隆
起

編
曲

◇
金
管
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

歌
劇
・
ア
イ
ー
ダ
よ
り
「
凱
旋
」

Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

作
曲

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

石
井

邦
紀

編
曲

◇
ジ
ャ
ズ
ス
テ
ー
ジ

「
鈴
懸
の
径
」

灰
田

有
紀
彦

作
曲

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

小
西

悟

編
曲

「
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」

ク
ラ
ウ
ス
・
バ
デ
ル
ト

作
曲

「
服
部
良
一
ヒ
ッ
ト
曲
メ
ド
レ
ー
」

服
部

良
一
作
曲

◇
ア
ン
コ
ー
ル

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
小
説

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
テ
ー
マ
曲

大
友

良
英

作
曲

「
花
は
咲
く
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

テ
ー
マ
ソ
ン
グ

菅
野

よ
う
子

作
曲

.

平
成
二
十
五
年
度
定
期
総
会
報
告

去
る
五
月
十
九
日
「
中
村
屋
旅
館
」
に

お
い
て
平
成
二
十
五
年
度
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
去
る
二
月
十
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
林
団
長
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

次
に
、
中
村
副
団
長
の
団
長
代
行
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
三
月
役
員
会
で
中
村
副
団
長
に
団
長

就
任
を
打
診
し
た
が
、
中
村
副
団
長
か
ら

は
『
喪
が
明
け
る
ま
で
は
新
団
長
を
選
出

し
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
当
面

は
規
約
に
則
っ
て
副
団
長
が
団
長
を
代
行

す
る
。
団
長
就
任
要
請
に
つ
い
て
は
、
団

長
と
い
う
団
運
営
の
責
任
と
常
任
指
揮
者

と
い
う
音
楽
面
で
の
責
任
が
一
人
に
集
中

す
る
の
は
良
く
な
い
。
一
年
か
け
て
新
団

長
選
出
に
つ
い
て
規
約
改
正
を
含
め
て
考

え
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
』
と
固
辞
さ

れ
ま
し
た
。
」

引
き
続
き
、
中
村
団
長
代
行
か
ら
総
会

開
催
に
当
た
っ
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
今
年
は
団
創
立
二
十
周
年
と
な
る
が
、

定
期
演
奏
会
を
前
に
創
設
者
で
あ
る
林
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で

あ
り
、
皆
様
と
共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
。
ま
た
、
創
立
当
時
か
ら
団
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
団
員
が
健
康
等
の
理

由
で
退
団
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、

大
勢
の
新
し
い
方
々
の
入
団
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
、
着
実
な
団
の
演
奏
力
向
上

を
皆
さ
ん
も
実
感
し
て
い
る
事
と
思
う
。



練
習
場
移
転
に
つ
い
て
は
事
務
局
、
多

く
の
団
員
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
無
事
終
了

し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
ま
た
、
創
立
二

十
周
年
演
奏
会
、
祝
賀
会
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
功
の
た
め
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

最
後
に
、
団
長
代
行
と
し
て
役
員
会
の

要
請
と
規
約
に
よ
り
副
団
長
に
鈴
木
隆
起

氏
を
指
名
し
ま
す
。
」

総
会
は
、
団
員
五
十
名
に
対
し
て
、
総

会
出
席
二
十
八
名
、
委
任
状
提
出
二
十
一

名
の
合
わ
せ
て
四
十
九
名
で
、
総
会
の
成

立
が
確
認
さ
れ
、
柿
岡
氏
を
議
長
に
選
出

し
て
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
事
務
局
か
ら
「
平
成
二
十
四

年
度
事
業
報
告
」
が
あ
り
、
続
い
て
第
十

九
回
定
期
演
奏
会
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

実
行
委
員
会
の
藤
田
氏
か
ら
概
要
報
告
、

石
田
理
事
か
ら
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
概

要
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
「
平
成
二
十
四
年
度
決
算
報
告
」

「
会
計
監
査
報
告
」
が
あ
り
拍
手
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
議
題
と
し
て
「
平
成
二
十
五
年
度

事
業
計
画
」
、「
平
成
二
十
五
年
度
予
算
案
」

に
つ
い
て
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

「
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
本
年
度
の
練
習

場
は
確
保
出
来
て
い
る
。
楽
器
倉
庫
は
日

常
練
習
に
使
用
す
る
楽
器
は
豊
水
会
館
地

下
室
が
確
保
出
来
て
い
る
。
そ
の
他
の
物

品
に
つ
い
て
は
、
山
田
監
事
の
尽
力
に
よ

り
取
引
先
倉
庫
の
一
室
が
確
保
出
来
た
。

育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
今
年

度
も
継
続
し
、
託
児
室
と
し
て
練
習
場
横

の
会
議
室
を
借
用
す
る
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
本
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
は
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
お
母
さ
ん
達
が
中
心
に
な
っ
て
で

行
う
。
」

次
に
、
第
二
十
回
定
期
演
奏
会
及
び
二

十
周
年
祝
賀
会
に
つ
い
て
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
パ
ー
ト
実
行
委
員
会
の
阿
部(

薫)

氏
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
第
二
十
回
定
期
演
奏
会
は
、
小
学
生

と
の
共
演
は
行
わ
な
い
。
ス
テ
ー
ジ
は
三

部
構
成
と
し
、
第
一
部
は
「
お
祝
い
の
ス

テ
ー
ジ
」
と
し
メ
イ
ン
曲
は
ワ
ー
グ
ナ
ー

生
誕
二
百
年
に
因
ん
で
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

グ
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
。
第
二
部
は

「
挑
戦
、
お
客
様
に
感
謝
の
ス
テ
ー
ジ
」

と
し
、
団
員
の
編
曲
に
よ
る
木
管
、
金
管

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
及
び
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
お

楽
し
み
ク
イ
ズ
は
新
趣
向
の
二
曲
同
時
演

奏
の
曲
当
て
ク
イ
ズ
。
三
部
は
「
旅
立
ち

の
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
、
「
震
災
を
忘
れ
な
い

・
感
謝
・
希
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
メ
イ
ン

の
曲
は
中
村
団
長
代
行
へ
の
委
嘱
曲
「
輝

け
・
シ
ニ
ア
」
で
す
。

ま
た
、
二
・
三
部
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
衣
装

で
、
団
員
は
千
円
程
度
の
負
担
に
な
る
。

ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
鈴
木
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
早
い
段

階
か
ら
実
行
委
員
会
に
加
わ
っ
て
貰
っ
た
。

司
会
者
は
フ
ル
ー
ト
の
高
橋
幸
恵
さ
ん
に

お
願
い
す
る
。
エ
キ
ス
ト
ラ
は
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
三
名
を
考
え
て
い
る
。

二
十
周
年
祝
賀
会
は
演
奏
会
終
了
後
に

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
で
開
催
す
る
。
団
創

設
に
関
わ
っ
た
方
や
功
労
者
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
奥
さ
ん
や
ご
家
族
、
及
び
団
員
の

ご
主
人
や
奥
さ
ん
達
も
招
待
し
た
い
。

ま
た
、
二
十
周
年
記
念
誌
発
行
は
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
古
川
さ
ん
に
担
当
を
お
願

い
し
て
い
る
。
」

次
に
、
翌
年
の
第
二
十
一
回
定
期
演
奏

会
に
つ
い
て
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
パ
ー
ト
実
行

委
員
会
の
石
川
氏
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
「
実
施
日
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
五

日
（
日
）
「
か
で
る
２
・
７
」
。
実
行
委
員

会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ば
か
り
だ
が
、
パ

ー
ト
が
３
名
な
の
で
多
く
の
団
員
の
方
の

応
援
・
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
」

引
き
続
き
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
案

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
練
習
会
場
費
は
豊
水
会
館
と
三
回
程

度
の
リ
フ
レ
・
サ
ッ
ポ
ロ
借
用
及
び
楽
器

運
搬
費
を
合
わ
せ
て
三
十
四
万
円
を
計
上

し
た
。
育
児
支
援
費
は
昨
年
度
同
様
に
サ

ー
ビ
ス
員
派
遣
料
の
半
額
を
団
費
負
担
と

し
、
豊
水
会
館
の
会
議
室
（
託
児
室
）
借

用
料
と
合
わ
せ
て
十
万
円
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
創
立
二
十
五
周
年
事
業
積
立
と
し

て
本
年
度
か
ら
毎
年
十
万
円
を
積
み
立
て

る
こ
と
と
す
る
。
」

質
疑
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
回
定
演

実
行
委
員
会
の
ユ
ー
フ
ォ
、
チ
ュ
ー
バ
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
か
ら
「
メ
ン
バ

ー
が
少
な
く
実
行
委
員
経
験
者
も
少
な
い

の
で
第
二
十
一
回
実
行
委
の
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
パ
ー
ト
と
合
同
と
い
う
考
え
は
な
い
の

か
？
」
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
役
員
か
ら

「
こ
れ
ま
で
、
人
数
の
少
な
い
パ
ー
ト
も

他
パ
ー
ト
の
団
員
に
加
わ
っ
て
貰
い
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
き
た
。
パ
ー
ト
が

一
巡
す
る
ま
で
は
計
画
通
り
に
や
っ
て
行

き
た
い
。
」

ま
た
、
現
在
の
実
行
委
員
会
が
一
巡
し

た
後
、
次
の
実
行
委
員
会
を
ど
う
す
る
の

か
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成
二
十

七
年
度
の
演
奏
会
で
一
巡
す
る
が
、
二
十

八
年
度
の
実
行
委
員
会
は
二
十
七
年
度
の

頭
初
に
立
ち
上
が
る
の
で
、
二
十
六
年
度

の
総
会
で
は
次
の
実
行
委
員
会
の
体
制
に

つ
い
て
決
め
る
必
要
が
あ
る
。
」

そ
の
他
の
質
疑
は
な
く
、
平
成
二
十
五

年
度
事
業
計
画
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算

案
は
拍
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
事
務
局
長

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
任
期
満
了
の
役
員
は
、
理
事
（
石
井
、

高
橋
、
長
土
居
）
三
名
、
監
事
（
山
田
）

一
名
で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
留
任
の
意
志

を
頂
い
て
い
る
の
で
役
員
改
選
は
あ
り
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
平
成
二
十
五
年
度
の
役

員
体
制
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
」

団
長
代
行

中
村

暁
生

副
団
長

鈴
木

隆
起

理

事

石
井

邦
紀

石
田

由
紀

伊
藤

英
明

高
橋

幸
恵

長
土
居

梨
那

古
川

亨

監

事

廣
瀬

安
孝

山
田

光
國

事
務
局
長

伊
藤

英
明

（
五
十
音
順
）

最
後
に
、
団
長
選
出
に
関
す
る
規
約
改



正
に
つ
い
て
規
約
見
直
し
担
当
の
廣
瀬
監

事
か
ら
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
団
長
の
選
出
に
つ
い
て
、
規
約
で
は

「
役
員
に
よ
る
互
選
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

団
員
に
開
か
れ
た
団
長
選
出
を
行
う
た
め

に
規
約
を
改
正
し
た
い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
団
員
か
ら
数
名
の
委
員
を
選
ん
で
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
早
い
段
階
で
改
正
案

を
作
成
し
て
総
会
に
図
り
た
い
。
」

ま
た
、
事
務
局
か
ら
「
来
年
の
定
期
総

会
で
規
約
改
定
を
行
っ
た
の
で
は
、
新
し

い
団
長
選
出
ま
で
に
は
二
年
掛
か
っ
て
し

ま
う
。
規
約
の
改
正
案
が
出
来
上
が
っ
た

段
階
で
、
臨
時
総
会
を
開
い
て
規
約
を
改

正
し
、
定
期
総
会
に
て
団
長
を
選
出
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
で
、
予
定
の
審
議
事
項
は
終
了
し
、

議
長
の
大
役
を
担
当
し
て
頂
い
た
柿
岡
氏

を
拍
手
で
解
任
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
副
団
長
と
し
て
氏
名
さ
れ
た

鈴
木
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
中
村
先
生
か
ら
直
接
、
副
団
長
就
任

の
話
し
が
あ
っ
た
。
六
月
一
杯
で
仕
事
の

方
は
退
職
予
定
で
あ
り
、
七
月
以
降
は
時

間
的
に
多
少
余
裕
が
出
来
る
の
で
、
中
村

先
生
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
い
、

引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
任
期
の
二
年

で
退
任
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
永
い
期

間
、
団
の
事
に
色
々
と
関
わ
っ
て
行
け
た

ら
と
思
っ
て
い
る
。
色
々
と
懸
案
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い

き
た
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

以
上
で
平
成
二
十
五
年
度
の
総
会
を
終

了
し
、
引
き
続
き
懇
親
会
へ
と
席
を
移
し

ま
し
た
。

（
事
務
局
記
）

副
団
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

鈴
木
隆
起

去
る
５
月
に
行
わ
れ
た
北
海
道
シ
ニ
ア

吹
奏
楽
団
定
期
総
会
に
お
い
て
、
団
長
（
代

行
）
の
中
村
先
生
の
ご
指
名
に
よ
り
、
副

団
長
に
就
任
し
ま
し
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・

パ
ー
ト
の
鈴
木
で
す
。

副
団
長
の
件
に
つ
い
て
中
村
先
生
か
ら

事
前
に
お
話
が
あ
っ
た
時
は
、
非
常
に
び

っ
く
り
い
た
し
ま
し
た
。

私
が
シ
ニ
ア
に
入
団
し
た
の
が
１
５
周

年
記
念
定
期
演
奏
会
の
３
か
月
ほ
ど
前
。

今
回
が
２
０
周
年
で
す
か
ら
、
在
団
期
間

は
ま
だ
５
年
間
で
し
か
な
く
、
多
く
の
団

員
の
中
で
も
比
較
的
新
し
い
方
の
部
類
に

入
り
ま
す
（
年
齢
は
、
団
員
の
平
均
年
齢

以
上
で
す
が
…
）
。
そ
れ
故
、
故
林
先
生
の

意
思
を
受
け
継
い
で
発
展
し
て
き
た
北
海

道
シ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
に
は
、
私
の
知
ら
な

い
部
分
が
沢
山
あ
り
、
そ
ん
な
自
分
で
良

い
の
か
…
と
い
う
心
配
が
真
っ
先
に
頭
の

中
を
過
り
ま
し
た
。

こ
の
心
配
に
対
す
る
中
村
先
生
の
お
考

え
を
伺
っ
て
私
自
身
も
理
解
し
ま
し
た
し
、

７
月
以
降
な
ら
ば
、
本
業
が
一
段
落
す
る

こ
と
で
日
常
的
に
多
少
の
ゆ
と
り
が
で
き

る
た
め
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し
た

わ
け
で
す
。

シ
ニ
ア
の
規
約
に
よ
れ
ば
、
副
団
長
は

「
団
長
を
補
佐
し
、
団
長
に
事
故
あ
る
時

は
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
」
と
い
う
一
般

的
な
定
義
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

な
業
務
の
一
つ
と
し
て
、
七
月
十
一
日
に

行
わ
れ
た
役
員
会
に
お
い
て
、
「
見
学
、
入

退
団
、
休
復
団
」
関
連
を
担
当
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
団
の
人
事
に
関
す
る
こ
と
が

所
掌
範
囲
に
な
り
ま
す
が
、
会
社
の
よ
う

な
人
事
権
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
「
副
団
長
に
言
え
ば
無
理
もO

K

に
な
る
か
も
…
」
等
と
い
っ
た
誤
解
を
な

さ
ら
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

他
の
役
員
も
そ
う
で
す
が
、
団
の
ル
ー

ル
を
遵
守
し
、
団
員
の
誰
か
が
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
行
う
だ
け
で
す
。
団
員

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
調
整
し
、
具
体
化
す

る
の
が
役
員
の
役
割
で
す
の
で
、
団
員
の

皆
さ
ん
自
身
が
ご
自
分
の
問
題
と
し
て
前

向
き
に
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

既
に
存
在
す
る
課
題
や
こ
れ
か
ら
発
生

す
る
諸
問
題
に
関
し
て
も
、
ま
ず
は
、
「
快

適
な
演
奏
活
動
の
場
を
団
員
の
皆
さ
ん
に

提
供
す
る
」
…
と
い
っ
た
基
本
的
な
考
え

方
に
た
っ
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
オ
ー
プ

ン
か
つ
着
実
に
議
論
し
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
が
、
新
し
い
シ
ニ
ア
を
創
造
し

て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
体
制
の
一
部
と
し
て
行
動

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
当
面
は
、

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
団
長
（
代

行
）
を
補
佐
し
、
団
員
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
入
団
員
の
ご
あ
い
さ
つ

『
三
十
年
振
り
に
』

ホ
ル
ン

硯

見

泰
弘

す
ず
り

み

昨
年
の
九
月
、
三
十
年
ぶ
り
に
楽
器
を

自
宅
の
倉
庫
か
ら
出
し
、
久
方
ぶ
り
に
楽

器
を
手
に
し
た
時
に
蘇
っ
て
き
た
懐
か
し

い
思
い
出
が
、
自
分
を
何
か
に
駆
り
立
て

る
よ
う
に
突
き
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
間
も
な
く
、
キ
ク
ヤ

楽
器
さ
ん
に
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
依
頼
し
、

十
二
月
に
は
北
海
道
シ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
の

伊
藤
事
務
局
長
に
見
学
希
望
の
メ
ー
ル
を

し
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

一
月
に
入
団
を
ご
許
可
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
は
音
も
満
足
に
出
な
い
私
を
二
月
の

シ
ル
バ
ー
ハ
イ
ツ
慰
問
演
奏
団
に
ま
で
加

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
本
当
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
団
の
皆
様
全

員
か
ら
心
の
温
か
さ
と
、
音
楽
へ
の
愛
情

が
ひ
し
ひ
し
感
じ
ら
れ
た
瞬
間
で
も
あ
り



ま
し
た
。

私
と
ホ
ル
ン
と
の
出
会
い
は
、
北
見
で

の
中
学
・
高
校
時
代
に
遡
り
ま
す
。
吹
奏

楽
部
で
ホ
ル
ン
漬
け
の
毎
日
を
送
り
、
時

間
が
あ
れ
ば
デ
ニ
ス
ブ
レ
イ
ン
の
Ｌ
Ｐ
を

聞
き
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
シ

ュ
ト
ゥ
ッ
ク
等
の
協
奏
曲
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
代
わ

り
に
聴
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
後
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、
一

転
し
て
体
育
系
に
入
っ
た
た
め
吹
奏
楽
か

ら
は
遠
ざ
か
り
ま
し
た
が
、
就
職
し
た
現

在
の
職
場
で
あ
る
医
療
機
関
が
代
替
療
法
、

特
に
音
楽
療
法
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
音
楽
が
病
を
癒
や
す
効
果
の
あ
る
こ

と
、
精
神
的
な
安
定
を
も
た
ら
す
効
果
の

あ
る
こ
と
を
身
を
持
っ
て
感
じ
て
お
り
、

継
続
し
て
音
楽
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
に
と
っ
て
の
癒
や
し
は
毎
週

の
軽
登
山
と
毎
日
の
晩
酌
適
量(

日
本
酒)

で
あ
り
、
「
酒
は
百
薬
の
長
、
さ
れ
ど
、
万

病
の
元
」
（
貝
原
益
軒
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。
演
奏
に
お
い
て
は
未

熟
で
あ
り
、
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が

多
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

『
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』

オ
ー
ボ
エ

若
原

梓

昨
年
七
月
頃
か
ら
皆
さ
ん
の
仲
間
入
り

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
オ
ー
ボ
エ
担
当
の

若
原
梓
で
す
。
今
回
、
原
稿
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
の
で
簡
単
で
す
が
自
己
紹
介
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

音
楽
経
験
は
、
も
と
も
と
私
は
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
の
時
に
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
の
吹
奏
楽
部

の
楽
器
決
め
の
時
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

競
争
率
が
高
く
初
め
て
吹
奏
楽
を
や
る
と

い
う
同
期
の
子
に
譲
り
オ
ー
ボ
エ
を
や
る

事
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の

後
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
楽
器
が
買
え

る
わ
け
も
な
く
音
楽
と
は
無
縁
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
職
場
で
音

楽
を
や
る
メ
ン
バ
ー
が
何
人
か
居
た
事
か

ら
ま
た
や
り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た

気
持
ち
が
爆
発
し
楽
器
を
購
入
。
し
ば
ら

く
は
職
場
の
バ
ン
ド
で
や
っ
て
い
ま
し
た

が
物
足
り
ず
・
・
・
楽
団
を
探
し
て
居
た

所
、
年
齢
層
は
自
分
と
は
か
け
離
れ
て
い

ま
し
た
が
妙
に
落
ち
着
く
な
ぁ
と
感
じ
入

団
を
決
め
た
の
が
経
緯
で
す
。

実
際
入
っ
て
み
て
「
孫
」
と
か
「
小
ボ

エ
」
と
か
あ
だ
名
ま
で
付
け
て
い
た
だ
い

て
（
笑
）
、
毎
回
楽
し
く
練
習
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
と
に
か
く
お
酒

が
大
好
き
で
す
。
友
達
と
ワ
イ
ワ
イ
飲
ん

だ
り
、
時
に
は
一
人
飲
み
も
行
き
ま
す
。

美
味
し
い
楽
し
い
お
酒
の
席
は
大
好
物
で

す
。
（
笑
）

実
は
人
見
知
り
で
自
分
か
ら
話
し
か
け

る
の
が
苦
手
な
の
で
、
未
だ
に
お
話
し
た

事
の
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
・

・
・
仲
良
く
し
て
下
さ
い
！
話
す
と
た
だ

の
ば
か
な
の
で(

笑)

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
音
楽
を
や

れ
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
祝
い

嬉
し
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

去
る
一
月
二
十
九
三
日
に
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
の
高
橋
徳
真
さ
ん
と
フ
ル
ー
ト
の
村
山

幸
恵
さ
ん
が
ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
新
居

は
江
別
に
構
え
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
門

出
を
迎
え
た
お
二
人
へ
、
い
つ
ま
で
も
お

幸
せ
に
。

●

編
集
余
録

●

○
総
会
も
無
事
終
了
し
、
気
付
け
ば
季
節

は
す
っ
か
り
夏
。
そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間

に
定
期
演
奏
会
を
迎
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
た
い
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。
室
内
に
い
て
も
熱
中
症

は
怖
い
も
の
。
暑
く
な
く
て
も
の
ど
が
渇

い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

忘
れ
ず
に
！
ち
な
み
に
ア
ル
コ
ー
ル
は
水

分
補
給
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
ま
せ
。

（
石
田
）

○
七
月
に
入
っ
て
毎
日
夏
ら
し
い
暑
さ
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
練
習
場
が
豊
水
会
館

に
変
わ
っ
て
か
ら
、
ホ
ル
ン
を
背
中
に
背

負
っ
て
マ
マ
チ
ャ
リ
で
通
っ
て
い
ま
す
。

練
習
場
に
着
く
頃
に
は
、
髪
を
振
り
乱
し
、

汗
だ
く
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本

番
ま
で
残
り
三
ヶ
月
。
暑
さ
に
負
け
な
い

よ
う
に
水
分
補
給
し
な
が
ら
、
気
合
い
を

入
れ
て
練
習
と
合
奏
を
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
池
内
）

○
シ
ニ
ア
の
練
習
は
基
本
的
に
月
２
回
、

シ
ニ
ア
便
り
は
年
３
回
の
発
行
…
…

少
な
い
よ
う
に
見
え
て
時
間
は
す
ぐ
に
過

ぎ
て
し
ま
う
ん
だ
な
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

今
年
の
定
期
演
奏
会
も
特
別
な
も
の
に
な

り
そ
う
で
す
ね
。
私
は
来
年
の
演
奏
会
で

十
回
目
に
な
る
の
で
、
来
年
も
個
人
的
な

記
念
演
奏
会
に
な
り
ま
す
（
笑
）
。
こ
う
し

て
み
な
さ
ん
と
毎
年
演
奏
会
を
創
っ
て
い

く
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
改

め
て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
！

（
長
土
居
）



平成２５年度の役員役割分担が決まりました。

去る７月１１日の役員会で、本年度役員の役割・担当を下表の様に改めました。特に、これまで入

団希望者の練習見学や入団対応などは便宜上事務局が対応してきましたが、今後は鈴木副団長が一括

して対応しますので、よろしくお願いします。

また、事務局業務が繁忙になっていることから規約に則って事務局次長を置くこととしました。

長土居理事が担当します。主に、団の経理関係を担当します。


